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レーザー誘起ブレークダウン分光法(LIBS)は，海洋底探査における海中の岩石や堆積物のオンサイトで実行可

能な元素分析手法として知られている[1, 2]．しかし，水中でのLIBSによって得られたスペクトルデータの解析

は，観測プラズマの寿命が短いことや激しいピークブロードニングなどにより複雑な形状のバックグラウンド

成分の除去や多数のピーク成分の分離といった煩雑な作業が必要になる．このような作業は，一般に，手作業

による試行錯誤を要し，短時間に多くのスペクトルデータを処理することは困難である．そのため，大量のス

ペクトルデータが現場で手に入ったとしても，解析作業が手に負えず，実際に取り扱えるデータの数が制限さ

れてしまっていた． 

　発表者らは煩雑なスペクトルデータ解析作業の効率化を目指して，機械学習で利用されるEMアルゴリズムを

応用したスペクトルデータ解析手法の開発に取り組んできた[3, 4]．最近では，拡張手法として，柔軟に

フィッティングモデルを扱えるspectrum adapted ECM algorithmを提案している[4]．この手法はスペクトル

データの測定エネルギーステップに対応した強度をデータの重みとして取り扱うことによって，スペクトル

データの一次元への変換を行うことなく，計算挙動の安定化と高速化を実現している． 

　本発表では，Spectrum adapted ECM algorithm のさらなる拡張として，ノンパラメトリックなバックグラ

ウンド処理手法であるBaseline estimation and denoising using sparsity[5]とSpectrum adapted ECM

algorithm[4]を組み合わせたスペクトルデータ解析手法を提案する．この手法によってバックグラウンド処理

と効率的なピークフィッティングを同時に実行可能とした．本発表では，この手法の概要とレーザー誘起ブ

レークダウン分光法におけるスペクトルデータ解析への適用例を紹介する．  
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